
平
成
２０
年
度
行
事
予
定 

平
成
19
年
度
受
賞
者 

江
戸
川
区
総
合
防
災
訓
練 
 

                                               

                                               

                                               

 
  
      

 
                                        

                                                   

                                                   

編集・発行 
 

江戸川消防団広報委員会 
第２号 

平成２０年１０月１日 
 
事務局 
江戸川消防署防災係 

電話（３６５６）１５５５ 

大
会
終
了
後
、
審
査
長
の
中
島
警
防

課
長
か
ら
、「
今
大
会
は
、
都
大
会
に

準
じ
た
厳
し
い
審
査
基
準
で
審
査
を

行
っ
た
が
、
ど
の
分
団
も
差
は
な
か

っ
た
。
」
と
審
査
結
果
が
発
表
さ
れ
、

田
名
部
江
戸
川
消
防
署
長
か
ら
は
、

「
優
勝
し
た
第
八
分
団
に
は
都
大
会

で
も
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
ま
た
、

平
素
の
災
害
活
動
は
も
と
よ
り
、
中

国
四
川
省
の
大
地
震
の
よ
う
な
自
然

災
害
に
備
え
、
今
後
も
ポ
ン
プ
の
点

検
、
訓
練
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
た
い
。
」
と
の
講
評
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
優
勝
し
た
第
八
分
団
の

池
田
定
市
分
団
長
は
、「
ポ
ン
プ
操
法

大
会
５
年
連
続
優
勝
は
分
団
長
名
利 
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一
分
団 

 

小
松
川
３
丁
目
路
上 

第
二
分
団 

 

ラ
イ
オ
ン
工
場
敷
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第
三
分
団 

 
松
江
二
中
わ
き
路
上 

第
四
分
団 

 
中
央
３
丁
目
の
路
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第
五
分
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江
戸
川
清
掃
工
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六
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江
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八
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江
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第
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松
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第
十
分
団 

 

江
戸
川
競
艇
場
敷
地 

十 

月 

合
同
点
検 

 

十
一
月 

秋
の
火
災
予
防
運
動 

 

十
二
月 

年
末
消
防
特
別
警
戒 

 

一  

月 

団
始
式 

 

三 

月 

春
の
火
災
予
防
運
動 

瑞
宝
単
光
章 

前
第
十
分
団
部
長 宇

田
川
正
夫 

 

消
防
庁
長
官
永
年
勤
続
功
労
章 

団
本
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分
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中
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正
弘 

 

東
京
都
知
事
消
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褒
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春
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消
防
総
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功
績
賞 

第
八
分
団 

副
分
団
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村
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禎
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第
八
分
団 

副
分
団
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村
井 

光
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第
六
分
団 

部
長 

 
 
 
 
 
 

八
木 

裕
一 

 

日
本
消
防
協
会
長
精
績
章 

第
六
分
団 

部
長 君

和
田
英
司 

 

信
念
を
持
ち
、
訓
練
に
励
む
と
と
も

に
、
署
、
団
本
部
を
は
じ
め
、
各
分

団
の
激
励
、
協
力
に
感
謝
を
忘
れ
る

こ
と
な
く
、｢

練
習
は
嘘
を
つ
か
な

い｣

と
言
う
言
葉
を
信
じ
十
一
月
一

日
の
都
大
会
に
臨
ん
で
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
述

べ
て
お
り
ま
す
。 

に
尽
き
る
と
同
時
に
、
選
手
は
勿
論

の
事
、
団
員
全
員
に
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
こ
こ
数
年
各
分
団
か
ら
の
問

合
せ
も
毎
年
少
し
ず
つ
多
く
な
り
、

江
戸
川
消
防
団
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に

多
少
な
り
と
も
、
貢
献
出
来
た
も
の

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
都

大
会
出
場
の
権
利
を
得
ま
し
た
の

で
、
各
選
手
一
人
ひ
と
り
が
江
戸
川

消
防
団
の
代
表
と
い
う
強
い
意
志
と 

 

七
月
二
四
日
（
木
）
猛
暑
の
中
、

篠
崎
町
の
江
戸
川
河
川
敷
に
お
い

て
江
戸
川
区
総
合
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
、
小
岩
、
葛

西
、
三
消
防
団
を
は
じ
め
各
防
災
機

関
、
関
係
団
体
一
四
〇
〇
名
が
動
員

さ
れ
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
川
消
防
団
で
は

倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
助
救
出
訓
練

や
延
焼
家
屋
の
消
火
活
動
な
ど
日

頃
の
訓
練
同
様
に
迅
速
な
行
動
で

対
応
し
、
訓
練
成
果
を
挙
げ
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
訓
練
の
見

学
に
、
区
内
の
自
治
会
、
町
会
か
ら

多
く
の
方
が
バ
ス
を
連
ね
て
来
場

し
、
災
害
時
に
於
け
る
消
防
団
活
動

を
我
が
身
の
如
く
、
真
剣
に
見
守
っ

て
お
り
ま
し
た
。
訓
練
の
最
後
は
消

防
署
、
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水
で

終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
江
戸
川

消
防
団
で
は
今
回
、
災
害
時
に
消
防

隊
員
が
着
用
す
る
、
冷
却
ベ
ス
ト
を

防
火
着
の
下
に
着
用
し
、
消
火
活
動

団
員
は
暑
さ
対
策
を
し
て
の
訓
練

と
な
り
ま
し
た
。 

平
成
20
年
度
消
防
操
法
大
会 

 

優
勝
第
８
分
団
！ 

各
分
団
練
習
場
所 

五
月
二
五
日
（
日
）
江
戸
川
消
防
団

恒
例
の
消
防
操
法
大
会
が
江
戸
川
清

掃
工
場
敷
地
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
は
十
一
月
に
行
わ
れ
る

東
京
都
大
会
の
予
選
も
兼
ね
て
お

り
、
各
分
団
と
も
力
の
こ
も
っ
た
演

技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果

優
勝
第
八
分
団
、
準
優
勝
第
五
分
団
、

第
三
位
第
六
分
団
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
未
明
か
ら
雨
で
し
た
が
、
大

会
が
始
ま
る
午
後
一
時
ま
で
に
は
天

気
も
回
復
し
、
多
く
の
来
賓
や
各
地

域
の
町
会
、
自
治
会
の
関
係
者
の
方
、

ま
た
多
く
の
消
防
団
Ｏ
Ｂ
の
方
に
も

応
援
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

今
回
の
優
勝
分
団

は
東
京
都
大
会
に

出
場
す
る
と
言
う

こ
と
も
あ
り
、
当
日

に
先
駆
け
四
月
二

七
日
（
日
）
に
行
わ

れ
た
事
前
説
明
会

で
は
細
部
に
わ
た

り
審
査
上
の
注
意

の
徹
底
が
促
さ
れ
、

各
分
団
の
出
場
選

手
は
真
剣
に
説
明

を
聞
い
て
お
り
ま

し
た
。
今
年
の
大
会

は
、
例
年
二
隊
が
交

互
に
行
っ
て
い
た

操
法
を
一
隊
ず
つ

行
う
な
ど
、
選
手
一

人
ひ
と
り
の
動
き

が
よ
く
観
え
る
よ

う
工
夫
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。 


